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ゴールイメージ
 電動車の（給電能力や使い方等を含む）BCP価値を訴求し、普及啓発を進める。
 災害等の非常時に、国・地方自治体・事業者による機動的連携が可能な体制を構築する。

災害時における電動車の活用促進に向けたアクションプラン（案）

※すでに一部の企業・自治体において実施しているものも含む

今年中に取り組むこと
 千葉停電等を踏まえたプラクティス・課題共有開始＠本WG
→各車両の給電能力・使い方等を紹介した「マニュアル」の作成・公表
→他の電力供給源（電源車、自家発電機など）とのメリット・デメリットを整理

今年度中に取り組むこと
 地方自治体等と連携した普及啓発イベントの開催
 医療機関、老人福祉施設等、基礎自治体等への「マニュアル」の周知
→電動車の活用が想定される機関・施設等におけるニーズの整理

 自動車メーカー・販売店等による電動車の災害時活用の説明推奨

来年度以降取り組むこと
 「防災基本計画」への反映を検討
→地方自治体・基礎自治体に「地域防災計画」への反映を呼びかけ

 自治体を中心とした防災・減災体制の構築
（例）域内の電動車所有の事業者、販売店等による災害時の協力

 制度的課題の検討
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